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独立行政法人水産総合研究センター 

平成 25 年度 契約監視委員会（第 3回）議事概要 

 

１.日 時 平成 26 年 3 月 24 日 （月） 14：00～16：30 

 

２.場 所 クイーンズタワーＢ棟７階 D会議室（神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-3） 

 

３.出席者 

委員長  細井 和昭   公認会計士 

委  員  蒲池 孝一   公認会計士 

委  員  苑田 浩之   弁護士 

委 員 林  義亮  （株）神奈川新聞社 取締役統合編集局長 

委  員  朝比奈 清   （独）水産総合研究センター 監事 

委  員  杉田 賢一   （独）水産総合研究センター 監事 

（独）水産総合研究センター事務局 

 

４.議題 

①平成 25 年度第 2・3 四半期の契約実績及び入札等に関するアンケート調査結果 

②平成 25 年度第 2・3 四半期の契約の点検結果 

 

５．議事概要 

・議題①平成 25 年度第 2・3 四半期の契約実績 

   契約実績、競争性のない随意契約及び一者応札・応募の類型別内訳、類型別の平均応札

者数及び平均落札率などについて説明した。 

 

・議題②平成 25 年度第 2・3 四半期の契約の点検結果 

   競争性のない随意契約案件及び一者応札・一者応募案件の取組結果について説明し、審

議を行った。※抽出審議案件については 2ページ目以降に記載 
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「議題②平成 25 年度第 2・3 四半期の契約の点検結果」について、抽出審議案件 10 件の質

疑応答は以下のとおり 

 

 （競争性のない随意契約） 

【5】中央水産研究所所属 漁業調査船 蒼鷹丸 １号主機関過給機排気出口管防熱材新替等

整備業務（船舶管理課） 

○予定価格積算で工数の妥当性は確認しているのか。 

○船舶の修繕カ所は検査中に発見されるが、検査の期間内に修繕を完了させる必要が

あり、検査の請負業者との随意契約にならざるを得ない状況である。検査の請負業者

は検査業務の入札では安く落札して、随意契約となる修繕業務で価格を上乗せするよ

うな可能性はないか。 

→見積書の工数表を船舶職員が確認するなど、価格の妥当性は確認しており問題ない

と考えている。 

 

（一者応札・一者応募） 

【77】蒼鷹丸ＣＴＤシステム改修業務（中央水産研究所） 

○本案件は調査中の機器亡失により、機器の再装備と採水能力などの調査能力も向上

させている。調査能力の向上は機器の亡失がなければ行わなかったのか。 

→放射能調査に対応するために調査能力向上は亡失前から計画されていた。 

 

（一者応札・一者応募） 

【163】増養殖研究所志布志庁舎海水取水・貯水槽新設その他工事（契約課） 

○初度公告入札では２回の入札ですべての参加者が辞退した原因は、建設業界が人手

不足で人件費が高騰して値引きが困難であり、再度公告入札では1者となったようだが

、これは金銭的な問題であると考えられる。今後、入札参加者を増やす取り組みとし

て公告期間を延長するというのは有効であるのか。 

→公告期間を延長すれば業者でも人材確保に猶予が出てくるため入札に参加しやすく

なると考えている。また、労務単価の実態を把握し適切な予定価格を設定するなどし

て、多くの業者に応札してもらえる工夫をしていきたい。 

 

（一者応札・一者応募） 

【78】超高速核酸塩基配列決定システム（中央水産研究所） 

○特になし 

 

（複数応札） 

【45】いわし類を中心とした卵稚仔選別・査定業務（日本海区水産研究所） 

○特になし 
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（不落随契） 

【225】サケ稚魚耳石解析業務（東北区水産研究所） 

○予定価格は数社の参考見積価格の最も安価な金額に、過去の同種の契約の平均入札

率94.49％を乗じて算出している。しかし、平均入札率の算出では入札率60％の１件は

異常値として除外している。また、参考見積価格を補正するなど、積算方法として根

拠が不明瞭である。 

○参考見積価格は入札参加予定の業者が都合のよい価格設定をしている場合がある。

市場価格方式が困難であればコンサルティングを利用して予定価格を積算するなど、

工夫の余地がある。 

→御指摘を踏まえ、予定価格の積算方法を工夫していきたい。 

 

（複数応札） 

【207】塩（開発調査センター） 

○納品場所が焼津港にもかかわらず仙台の業者が入札参加しているので、今後は地域を限

定せず広く声かけをするべきである。 

→御指摘を踏まえ、工夫してまいりたい。 

 

（複数応札） 

【6】乾燥配合飼料（北海道区水産研究所） 

○特になし 

 

（2か年連続一者応札・一者応募） 

【205】海洋水産資源開発事業（海外まき網）に係る用船（第一大慶丸）（開発調査センタ

ー） 

○総合評価方式が入札参加するハードルになっていないか。また、応札者数を増やすためには

、関係団体への協力要請以外の取り組みも検討すべきである。 

→調査業務の用船契約は総合評価方式によるとセンターの規程で定められている。また、他の

用船契約では漁期以外の場合、複数応札しているので総合評価方式自体が要因とは考えにく

いが、引き続き、複数者が入札参加してもらえる方法を検討していきたい。 

 

（一者応札・一者応募） 

【254】漁獲物販売委託業務（タイ王国プーケット港）（開発調査センター） 

○特になし 


